子どもの絵と心の関係―子どもの理解と指導を目指して― by 高瀬 京子
Ⅸ
》
関
月
ｗ
淫
曙
預蛤』
平成１２隼度卒業研究（抄録）
子澄もの絵と心の雷係 …罵蝉
…
一子苫もの理解と指導を目指して－
高瀬京子
はじ繊腫
！．研究動機
私は幼稚園のころ、絵画教室に遮っていた。先生の大きなはなまるが欲しくて、遡っていた
ことを今でも鑓えている。その頃の絵を見て、鰻も印象的葱ことは、様々な色審使って画臆紙
己
いつぱいに描いていることである。人の髪の毛が緑色だったり、手が極端に短かったりしても、
どの絵ものびのびと撒いているように思える。また、描かれている顔の表祷が生き生きとして
いる。その場面での楽しさがよく伝わってくる。今自分が描く絵は、見た目を気にするだけで
あまり迫力が感じられない。
子どもは、絵を撒くことが好きである。彼らにとって､絵を拙くことば遊びの一つであり、そ
れによって子どもの独賞の世界が広がっていく。その世界は大人が教えたのではなく、自ら考
え、蕊み出しているものである。
また、子どもが描く絵は、私たちを驚かせる。大人でば想像しないよう江色や形で表現する。
太陽を－つとっても、顔がかいてあったり、人間より大きかったり、様々である。例えば､子
どもたちに同じ題材の絵遙描かt$たら、一人一人違った色や形で表現するだろう。何気ばく錨
いているいたずら猫きも一つ一つ意轆があるに違いない。私は、子ども自ら生み出している絵
には、どのような深い意味が込められているのか研究したいと思い、『子どもの絵」というテー
マを選んだのである。
子どもの心は絵に映るものであるといわれる。絵は一つの表現であり、言蕊の代わりに葱る
ものでもある。つまり、子どもの絵は、言葉では言い表すことができないような心の状態や特
徴、環境が紫直に表れる奥が深い、不思議な世界である。
鍍近では、抵会の中で孤独化が進んだり、大人が子ども番抑制したりして、素直に表現でき
ない子どもが増えている。子どもの絵に表れる心理現象についても調べ、絵によって子どもの
心を理解する手がかりとしたい。
2.論文の畳稽
この論文では、次の４轍から成愚･
第１鑿子どもの絵の発達
第２章絵による子ども理解
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子どもの絵との関わり 、
蕊例研究
第１意「子どもの絵の発達」では、子どもはなぜ絵を織<のか考察するとともに、絵の発達段階
を取りあげる。人間が子どもから大人に成長するのと同じように、絵においても発達段階があ
る。個人蓬はあるが、必ず決まった段階を遮っている。また、子どもならではの一般的表現や
スタイルなどの特徴も取りあげたい唇
形芯どの様々葱点から心の状態、子どもが描いた絵の露、｢絵による子ども理解」第２章 では、
特徴を読みとる診断とその問題点について述べる。
毎
り
うに関わっていくべきかにっ改遷絵掻通して子どもとどのよ鷺「手どもの絵との関わり」でＩ蕊３
いて述べる。
第４章「蕊例研究」
侭
では、子どもが実際に描いた絵を、文献と比べ戦がら研究するｃ 子どもが絵
これから私た表現の変化や発達段階を調べ、何を考え、感じているか、を描くことを通して、
ちが蝋わる学狡教育に役立てていきたいと思う。
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子どもの絵の発達
絵を描くことの意味
コミュニケーションによって成り立っている。 家族とのコミュニケーション
自信を持ったり、個性醤発揮
りとり・かかわり”が大切で
子どもの絵は、
によって誕生し、 先生や友達とのコミ ユニケーションによって、
･や りそばにいる対象との "おしゃべりしたりすることができる。
ある。
子どもは、 大人では想像でき鞍いよう較色や形で表現子どもは、iIZKぜ絵を描くのだろうか。
し、私たちを驚かせる。それは、迫力があり、私たちはのびのび描いた絵に引き寄せられる。子
ども庭とって、絵を描くことは、鬮分で体験したり、考えたり、想像したことを家族や友逮な
どの親しい人に伝えるコミュニケーション ／ 、熟 肉1１
手段のひとつである。心で感じたこと醤誰
：
かに伝えようとする。絵には、子どもから U
のメッセージが込められている。つまり、
子どもの絵は、ただ見るものでは芯〈、読 Ｉむものである。その例を以下に記す。
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作品１－１は、私が保育園にお手伝いに行
.,可8
-,’ったときに４歳の女の子（Ｍちゃん）がく ■Ｐ－－－．－‐へＦ院．－－.■ョ円---■勺一口 千■■脇れた絵である。
作品１－１（4歳女）午前中の臘鯛遊びのとき、私は４．５人のＨ１２年２月２２曰Ｓ保蒼園で４歳の女の子がくれた絵
〈１３） :碑
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子どもと人形遊びをしていた。その時、Ｍちゃんは１人で絵巻描いていたので、私は「Ｍちゃ
ん、一緒に人形遊びしようよ｡」と誘った。すると、Ｍちゃんは、「1人で絵を描いているからい
いの｡」と言って、仲間に入ろうとはしなかった。
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鬮由遊びの時關が終わり、お片づけをしていたときに皿ちゃんが私に１枚の絵をくれた。
にいる女の人がＭちゃん、左にいるのが私で、一緒に遊んでいる絵だという。Ｍちゃんは、
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民当は一緒に遊びたかったことをこの絵で伝えたかったのでは芯いだろうか。 一つのコミュニ
ケーションの手段として、この絵をくれたのだと思う。絵凌くれたとき私が「ありがとうこ
ても上手に総けているよ｡」と言ったら、ivI蚤やんは、とてもうれしそうだった。
と
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腕第２章絵による雫雪も理解
「子どもの心は終に映る』といわれている。子どもは、体験したことや感じたことを率直に表
現する。つまり、絵には子どもの心･環境・健康状態などが素直に表れるのである。今日では、
それらを読みとろうとする繩絵の診断，，が注目されている。
絵の診断は、絵に使われた鐘、形から心や健康状態祓澄を読みとる方法である。診断は、学
校のみ癒らず､病院、少年院、刑務所戦どでも使われ､指潔轡治療の手がかりとなっている。子
どもの絵醤診断するにあたっては、色彩、形、配置などに鞍目し、診断する絵は、子どもが国
乙
由に描いた絵である。
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アルシユウラ氏とハトヴイック氏の研究（鐵略）
浅利篤氏の磯究（省略）
診断におばる問題点
子どもは絵の中に、思ったことを素直に表現する。その限りにおいて、絵に広い意味の性格・
環轤などが表れる。しかし、それが護れるためには、抑旺が戦〈自臘にのびのび描いたかなど
の条件が必要である。そして、診藤する場合にも診断方法とその範囲に限界がある。つまり、す
べての絵に性総・環境が表れるとは言えないのである。ここでは、診断における問題点につい
て述べる。
第一に、子どもの絵を診瞬するときに、解釈する人の考えだけに頼る患とである。診断澱準
が正確で、厳密になっても、絵の分析は不可能な部分が出てくる。総全体の持つ感鱗や雰囲気
は、解釈する人の主観的判瀧に頬らざるを得憩い。しかし、一般に絵の内容を分析し、事実番
検証する場合、誰にでもある程度納得できうる共通理解のうえで、その蕊実性を実証すること
が大切である。そのためには、あまりにも主鰯的な解釈や飛躍した結論を避けるべきである。
次に､絵に表れた糖徴や色彩と子どもの行動を直接的に緒ぴつけて解釈をするこ とである。 右
|薊きの人を描いたからといって、すべての子どもが内向的でばぱいし、黄土色と水色を使った
８８ 〈１４）
：子どもの絵と心の関係 禎押押押〕ソ
色彩や特徴と性柊をただちに結びつけて理解するので臆 ；からといって鷲夜尿児とば限らない。
好きな色や嫌いな箇江どの全体的傾向を分折す愚べきである。ばく、いくつかの色の配包関係、
実際に、絵に表れた鍾彩や特Ｉ
ロ
に表れた色彩や特徴と性旙の間には、関係がある。しかし性格は決して画定的
きわめて健康状態や環境などの関係からも蒐出されるものである。 子どもの
、現在お
戦ものでは鞍<、 晩撹
その子どもの日頃の様子、健艤状態、性柊そのものと薦接的に結びつけるのではなく、
かれている環境なども含めて総合的に判断する必要がある。
Ｇ
子電もの絵との関わり
學どもの絵の見方（誉略）
子どもの絵の指導（省略）
事例研究
第３章
第１節
第鳳節
第４章
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【・謂査対象
神奈川県横須賀市にあるＵ幼児グループの５．６歳の９人｡ この中から５人の絵を取り上!ずる･
学級で、子ども一人一人の個性を
園顕遊び、リズム遊びぼど遊び中
幼児グループは、先生２名、園児９名（蕊６，女3）の縦割り学級で、＝
蝿かしたきめ細かい爆雷醤行っている。保育内容としては、鬮虫遊び、
また、鬮齢者や地域
〈雛Wmを決めず、子
親子一緒の鴎食作りなども行われている。心の保育で、ほかに野外活動、
の人々なの交流醤積極的!ご図っている。絵の指導については、最初から描く範蛎を決めず、
ども劃身で決められるように導くことを大切にしている。
2.調査した絵腱ついて
認議した絵のテーマは、『運動会Ｈである。運動会で週分が一番楽しかったことを描いた。先
生が１枚ずつ函用紙を記って描かせたが、ある子どもが「繭用紙をつ江げて描きたい｡』と言い
始めたのをきっかけに、何人かの子どもが２．３枚のmji附紙を使って描いた･ 実際に、絵から子
どもの性鐇や感じたことが読み取れるのか考えたい。
☆Ｓ〈ん（6歳次；
性格は、まじめで、
次男）☆→作品４－１８，１９
みん趣から信頼されているリーダー的存在である。 澱初に４－１８を猫き、
足りなく煙って４－１９を描いた。２枚描いた内の１枚の絵（作品４－１８）は、みん態と踊った
ダンスのときの絵で、それぞれの子どもが鮒った立ち位澱まで正確に描いている。踊っている
体も描こうとしたがスペースが救〈、先生の言葉がけにより顔だけを描いた。
<１５） 8７
園I,
斑
Ⅸ
防
制
秒
Ⅲ
凶
Ｈ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ａ
Ｕ
ｙ
Ｕ
；
囮
》⑫輯
再
押
卸
⑨
桐
総品４－１８ 作品４－１９ ：
☆Ａ〈ん（5歳一人っ子）☆→作品４－２０ ；
普段からみん戦の前で何かをしたり、言ったりするときに 鷺
緊張してしまう。絵臓、自分が頂上だったピラミッドの絵
蓬描いた。ピラミッドの練習を適して、自分に自信が持て
るように職ったという。絵嶽描くとき、ぱラミッドをただ
の三角形にしか猫か趣かつたが、先生の言葉がけで入職も
描くようになった。
☆Ｏちゃん（6歳次女）☆→作品４－２１，２２
負けず嫌いで､何蕊も一生懸命に最後まで取り組む。運動
会でリレーのアンカーをしたことから、絵で催、大きな卜
ラックを画用紙いっぱい|ご纏って描き、走っているとこ愚
を描いた。運動会のアンカーは、自分でやりたいと申し出作品４－２０
た。
作品４－２２作品４－２１
(１６〉
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☆団ちゃん（6歳次女）☆今作品４－２３，２４，２５
性鰭は、明るく、簗中力がある。運動会は、全体的に楽しかったよう雷騒すず割りなど嫌々
な競技の絵を描いている。楽しかったこと零、明るい色が多く使われてい愚。
☆鼠〈ん（5歳長男）☆‐作品４－２６
多動性の子ども。絵を描くこ凸については、強制することなく、劃麹に機かせ為ようlこして
い葛。最近では、Ｒ〈ん煎り腿、水でぬらしたところを指で民まったりして、肌で感じで楽しん
でいる。
作品４－２３ 作品４－２４
蝿
作品４…２５ 作品４－２６
3.結果及び考察
全体を見て、子どもた蕩憾、 自分の思い入れのある競技の絵を描いていたようIご恩う゜ 例え
ば、 リレーのアンカーをした子どもばり レーの絵を描き、 ピラミッ ﾄﾞの頂上を経験して自信を
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持った子どもは、ピラミッドの絵を錨いた。臘分の中で、印象的な競技警描いたのである。絵
を適して、一生懸命がんばったこと醤伝えようとしていたのでは芯いか。結果として、子ども
が感じたこと．考えたことは、理解できたが、性祷に関しては、いくつもの捉え方があるので、
難しさを改めて感じた。日頃の様子なども考慮して、総合豹に見る必要がある。
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この論文では、 子どもの絵について、絵にはどんな深い意味がこめられているのか、 絵を通
；して純を伝えようとしているのかを調査･研究すること護菖的とした。第１章では、子曙もはな
ぜ絵を描くのか､２索では、子どもの絵にはどのような深い意味がこめられているのか、８章で
；lま、子どもの絵とどのように関わっていく べきか、４章では、事例研究をもとに、子どもは、絵
を通して何巻伝えようとしているのかを中心に研究した。
実際に冠様々癒絵と関わって、子どもの絵の奥深い世界に感動した。 特に、事例研究として
お世話になった幼児グループの子どもの絵は、 今年の３月から見ている。中でも、多動性の子ど
:かつたが、今では、自分なりに楽しんで描くよｂは、始めば絵を描くことに全く興味を袴た芯かつたが、
う胆なった。 一人一人の子どもの表現方法が発達していく 過程を慨近で見られたことをうれし
<思うとともに、藩どもの力に雛かされた。
子どもの絵の研究を通して、子どもの絵にもそれぞれ特徴があり、心の状態や子どもをとり
まく環壌が紫蝋に表れることを改めて感じた。 教師や親の逝場として、子どもの絵から子ども
の心を理解してあげる望とは、
ろ診断だけ腱頼るのでは芯〈、
を忘れては芯ら祓い。
とても大切なことである。第２灘で顔り鮨げた色彩や形などによ
子どものMII鰯や日頃の様子も踏まえて、 子どもの絵を見ること
子どもの絵と心の関係について、研究結果として以下にまとめる。
(1)子どもにとって絵を描くことは、
る。
家族や友達芯どとのコミュニケーション手段の－．つであ
(2)子どもは絵Ｊ
(3)絵の診断は、
子 を描くことで、 感じたことや考えたことを素直に表現する。
子どもの心の内側にあるものを蝿ろ上で、 大切である。絵に表れた色彩や糖
徴を直接的に性柊と結びつけるのではなく、 子どもの健康状態、環壌なども含めて、総合
的に判断するべきである。
催） 子どもの絵に自分の意見護押し付けること戦〈、 子どもの努力を理解し、共感することが
大切である。それによって、子どもは、絵を描く
最近では、共働き葱どで核家族も多く、瀧子でコミ
ことがもっと好きになり、閏信をつける。
ユニケーションをとる場が少なくなって
いる。そのために、 自分の気持ちを上手に表現できない子どもが増えている。 そんな子ども淀
8４ (１８）
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子どもの絵と心の関係
ちの絵には駒何か訴えるものがあ愚。子どもの絵は、 蕊劔に注意深く見るべきであると思う。 ぞ
最後になりましたが、 この論文を擢導して頂いた嵩間浩先生、 噸例研究の絵に協力して頑い
た横須賀市のＵ鋤児グループの先生方、 園児９人の子どもたち、様々な絵を頂いた山道髪さみさ
§
り
内藤烈〈んにあつく御礼申し上げ書す。ん、
参考文献（省鐇）
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(１９） 醗
